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ていた。加えて、蛍光 in situ hybridization 組織化学法と蛍光免疫染色法によ
る二重染色を行い、PPD 細胞の 98%はグルタミン酸脱炭酸酵素（GAD67）を
発現していることを第一次体性感覚野において明らかにした。これは PPD 細胞
が GABA 作動性抑制性細胞であることを意味する。一方、抑制性細胞の約 15%
が PPD 細胞であった。 
次に、PPD と主要な神経化学マーカーである PV、SOM、VIP との蛍光免疫
二重染色を行ったところ、PPD 細胞の 98%は SOM 陽性であった。さらに、一
部の SOM細胞が発現する神経化学マーカーと PPDの共存関係を解析したとこ
ろ、PPD 細胞の約 9 割が reelin に対して陽性だったが、その他のマーカーにつ
いてはほとんど陰性であった。逆に、SOM 細胞の約半数（46%）が PPD 陽性
であり、PPD は SOM 細胞群を二分する新たな神経化学マーカーであることが
明らかとなった。 
PPD細胞はダイノルフィンなどのオピオイドペプチドを産生すると考えられ





に働くことが分かっている。以上より、SOM と PPD を共発現する抑制性細胞















SOM 細胞は抑制性ニューロンの約 3 割を占める主要な細胞群であるが、そのう
ち約半数が PPD 細胞であった。このことは、PPD 細胞が、オピオイドペプチ
ドの他に、GABA や SOM といった他の神経伝達物質をも産生するニューロン
であることを意味した。これら 3 種の物質はいずれも標的細胞を過分極させる
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